
突然の病気などで目の前で人が倒れ、心肺機能停止の状態に
なったとき、勇気をもって心臓マッサージやＡＥＤを使用するこ
とが大切です。

特にさまざまな人が多く集まる事業所や宿泊施設、ショッピン
グセンター等においては、応急手当を実施できる体制を構築して
おくことが重要です。

心臓マッサージ無 心臓マッサージ有

7.0％ 14.1％

AED使用無 AED使用有

9.5% 49.3%

～生存率の変化～ ※生存率：一般市民による目撃のある心原性心肺機能停止傷病者の１ヵ月後生存率

約２倍 約５倍

心臓マッサージで２倍、AEDで５倍生存率が上がります！

※引用元 消防庁 令和４年版救急・救助の現況

県HP

山形県救急業務高度化推進協議会
（事務局：山形県防災くらし安心部消防救急課 TEL:023-630-2228）

問い合わせ先

応急手当講習会はお住ま
いの地域の消防署や日本
赤十字社山形県支部で実
施しています！

tel:023-630-2228


積極的に応急手当講習を受講しましょう！
いざという時に応急手当を実施するためには、繰り返しの受講が大切です！！

応急手当講習はお住まいの地域の消防署や日本赤十字社山形県支部で実施して
おりますのでお気軽にお問い合わせください！

地域ごとの問い合わせ先一覧

地域ごとの問い合わせ
先（県HP）はこちら！


